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ヒストン中のリシン側鎖のメチル化を研究するために、側鎖がメチル化された保護リシン残基
















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文に関し、調査委員からペプチド-MCA 基質がHDACsあるいはHMTsの活性により蛍光を発
する機序について、またペプチド-MCA 基質の今後の応用について質問がなされたが、いずれも著者
から満足な回答が得られた。 
 また、公聴会においても多数の出席者があり、ペプチド- MCA型の基質を用いた理由、またこの基
質の多様性について、など種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得
られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
